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編集後記 

フリッシュ先生をお迎えして開催した国際シンポジウムからもう半年が経ちます。日本では
自分がいかなる「オーソリティ」を持つか、という議論はやりにくいかもしれません。しかし、
社会的役割や責任を考えるうえでは、不可避でしょう。本号の特集が、これから議論をすすめ
る手がかりになることを願います。また、卒業論文と「対話と方法」も掲載できました。角田
さんは 2年間、お待たせしました。上垣さんには在学中に原稿を準備いただきました。ゼミ旅
行を懐かしく思い出します。なお、草替さんの論文は 10 万字をこえる作品だったので要旨の
みの掲載になっています。執筆者の皆さま、そして編集を主に担当してくれた秋山先生、あり
がとうございました（安岡）。 
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